
「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」規約 

 

平成 20 年 10 月 18 日 制定 

 

（名称） 

第１条 本会は、四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ Shikoku Professional 

andOrganizational Development Network in Higher Education。以下「ＳＰＯＤ」という。）

と称する。 

  

（目的） 

第２条 ＳＰＯＤは、四国地区の大学（四国地区に一部の学部等を置く大学を含む。）及び

高等専門学校（以下「大学等」という。）の連携・協働により、地区内のＦＤ／ＳＤ事業の

推進と大学等の教育力の向上を図ることを目的とする。 

  

（事業） 

第３条 ＳＰＯＤは、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

（１）ＦＤ／ＳＤプログラム等の調査研究及び開発 

（２）ＦＤ／ＳＤプログラム等の共同実施及び共同利用 

（３）ＦＤｅｒ（ファカルティー・ディベロッパー）及びＳＤＣ（スタッフ・ディベロップ

メント 

・コーディネーター）の養成 

（４）参加大学等間における職員派遣等による交流 

（５）その他ＳＰＯＤの目的を達成するために必要な活動 

  

（加盟校） 

第４条 ＳＰＯＤは、別表第１に定める加盟校をもって構成する。 

２ 四国地区の大学等で、ＳＰＯＤの目的及び事業に賛同するものは、第９条に定める総会

の承認を経て、新たにＳＰＯＤ加盟校となることができる。ただし、四国地区に一部の学部

等を置く大学については、当該学部等単位で加盟するものとする。 

３ ＳＰＯＤを退会する場合には、総会の承認を得なければならない。ただし、原則として

退会する３ヶ月前までに会長に申し出るものとする。 

  

（コア校） 

第５条 加盟校のうち、別表第２に定める大学をコア校とする。 

２ コア校は、共同でネットワークコアを形成して、第３条各号の事業を企画立案、実施す

るほか、各県内の加盟校からの意見の集約及び調整等を行う。 



  

（その他の加盟校） 

第６条 加盟校のうち、前条のコア校以外の大学等は、ネットワークコアの依頼に応じて、

第３条各号の事業に参加する。 

  

（代表校） 

第７条 コア校のうち、１校をＳＰＯＤの代表校とする。 

２ 代表校は、コア校の互選により選出する。 

３ 代表校の任期は２年とし、再任を妨げない。 

  

（会長、副会長、監事及び企画・実施統括者） 

第８条 ＳＰＯＤに、会長（１名）、副会長（３名）、監事（２名）及び企画・実施統括者

（１名）を置く。 

２ 会長及び企画・実施統括者は、代表校から選出する。 

３ 副会長は、代表校を除くコア校から選出する。 

４ 監事は、コア校を除く加盟校から選出する。 

５ 会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げ

ない。 

６ 会長は、ＳＰＯＤを代表する。 

７ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を

代行する。 

８ 監事は、会計を監査する。 

９ 企画・実施統括者は、ＳＰＯＤ活動に係る企画及び実施を統括する。 

１０ 補欠による会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の任期は、前任者の残任期間と

する。 

  

（総会） 

第９条 ＳＰＯＤに、総会を置く。 

２ 総会は、加盟校をもって構成し、代表校が招集する。 

３ 総会の議長は、会長が務める。 

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

５ 加盟校は、当該加盟校を代表して総会に出席する者１名（以下「代表者」という。）を、

事前に登録しなければならない。ただし、加盟校に所属する他の者が、事前に登録した者を

代理し、又は総会に陪席することを妨げない。 

６ 総会は、次の事項を審議する。 

（１）ＳＰＯＤの活動方針及び活動報告に関すること。 



（２）ＳＰＯＤの規約に関すること。ただし、別表を除く。 

（３）ＳＰＯＤの加盟及び退会に関すること。 

（４）会長、副会長、監事及び企画・実施統括者の選出に関すること。 

（５）ＳＰＯＤ事業契約の役割分担に関すること。 

（６）ＳＰＯＤの予算及び決算に関すること。 

（７）その他全加盟校による審議が望ましい事項 

７ 総会は、加盟校の過半数が出席しなければ、開会することができない。ただし、加盟校

は、審議事項があらかじめ決定している場合においては、事前の意見提出をもって出席に代

えることができる。 

８ 総会の議事は、出席の加盟校の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。 

  

（ネットワークコア運営協議会） 

第１０条 ＳＰＯＤに、ネットワークコア運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は、コア校をもって構成し、原則として月１回開催する。 

３ 協議会の議長は、企画・実施統括者が務める。 

４ 議長に事故があるときは、議長があらかじめ指名する者がその職務を代行する。 

５ 協議会は、次の事項を協議する。 

（１）ＳＰＯＤの活動に係る企画立案及び実施に関すること。 

（２）ＳＰＯＤの行う研究開発、人材育成等に関すること。 

（３）その他ＳＰＯＤに係る重要な事項 

６ 協議会における協議概要及び配付資料は、原則として加盟校に配付する。 

  

（事業評価委員会） 

第１１条 ＳＰＯＤに、協議会が作成した実績報告書を基に事業評価を行う事業評価委員会

（以下、「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

  

（事務局） 

第１２条 ＳＰＯＤの事務局は、代表校に置き、加盟校の協力を得て運営にあたる。 

  

（会計） 

第１３条 ＳＰＯＤの事業経費は、加盟校からのネットワーク年会費及びその他収入をもっ

て充てる。 

２ 監事は年１回の監査を行う。 

  



（その他） 

第１４条 本規約に定めるもののほか、ＳＰＯＤの運営に関し必要な事項は、総会又は協議

会が別に定める。 

  

附 則 

１ この規約は、平成２０年１０月１８日から施行する。 

２ この規約の施行後、最初に任命される第７条第１項の代表校の任期は、同条第３項の規

定にかかわらず、平成２３年３月３１日までとする。 

３ 別表は、新たな加盟校があった場合等に適宜改訂を行うものとする。 

附 則 

この規約は、平成２３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成３０年３月２９日から施行する。 

 


